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国内外で深刻な気象災害が多発し、更に気象災害のリスクが高まる可能性がある「気候危機」の中

で、我々は「コロナ禍」に直面しています。この現状に対して、「脱炭素社会」「循環経済」「分

散型社会」への３つの移行により、コロナ前の社会に戻るのではなく、持続可能で強靭な経済社会

へ「リデザイン（再設計）」していく発想が重要です。 

令和２年(2020 年）10 月 26 日、菅総理は所信表明演説において「2050 年までに、温室効果ガスの

排出を全体としてゼロにする(※)、すなわち 2050 年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を

目指す」ことを宣言しました。 

2050 年カーボンニュートラル、脱炭素社会への挑戦が、産業構造や経済社会の発展につながり、

環境と経済の好循環を生み出すという発想で取り組んでいく必要があります。環境省としては、特

に、新たな地域の創造や国民のライフスタイルの転換など、カーボンニュートラルへの需要を創出

する経済社会の変革や国際的な発信に取り組んでいきます。 

ひとくちに「カーボンニュートラル」「脱炭素社会」といっても、徹底した省エネ、再エネの最大

限の導入、脱炭素のための技術イノベーションなどの切り口と、主体（国民１人ひとり、事業者、

自治体等）によってもその内容には大きく幅があり、実現のための取組は多岐にわたります。 

そのような、さまざまな情報にアクセスできる、入り口となるサイトとして、「脱炭素ポータル」

を開設しました。 

カーボンニュートラル実現に向けた取組や、脱炭素の関連サイト情報、新着情報、トピックスなど

を、本サイトで発信していきます。 

カーボンニュートラルの実現には、国民１人ひとり、事業者、自治体等の全ての主体が自らの課題

として捉え、それぞれに、今から行動することが必要です。 

カーボンニュートラル、脱炭素社会への積極的な取組は、経済成長の制約ではなく、日本の新たな

成長戦略につながるものとなるはずです。 

ぜひ脱炭素化に取り組んでいただく際の情報収集源として活用ください！ 

https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/


※「排出を全体としてゼロ」とは、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの排出量から、森林な

どによる吸収量を差し引いた、実質ゼロを意味しています。 

お問合せ先：環境省地球環境局地球温暖化対策課 
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2050 年カーボンニュートラルの実現に向けて 

 

2020 年 10 月 26 日、第 203 回臨時国会の所信表明演説にお

いて、菅義偉内閣総理大臣は「2050 年までに、温室効果ガ

スの排出を全体としてゼロにする(※)、すなわち 2050 年

カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」こと

を宣言しました。 

 

※「排出を全体としてゼロ」とは、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの排出量から、森林な

どによる吸収量を差し引いた、実質ゼロを意味しています。 

 

https://www.kantei.go.jp/jp/99_suga/statement/2020/1026shoshinhyomei.html 

 

我が国は、現在、年間で 12 億トンを超える温室効果ガスを排出しており、2050 年までに、これを

実質ゼロにする必要があります。 

このカーボンニュートラルへの挑戦が、産業構造や経済社会の変革をもたらし、大きな成長につな

がるという発想で、日本全体で取り組んでいくことが重要です。 

環境省では、新たな地域の創造や国民のライフスタイルの転換など、カーボンニュートラルに向け

た需要創出の観点に力を入れながら、政府一丸となって取組を推進しています。 

https://www.kantei.go.jp/jp/99_suga/statement/2020/1026shoshinhyomei.html

